
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 プロジェクト検討委員会 経営会議・運営会議 理事会 評議員会 

●６月上旬～ 
６PJ 委員会協議 
・現状、課題の精査 
・対応策等の検討 
 
 

適宜、６PJ のヒアリングを実施 
 ・問題、課題把握や検討ゴールの明確性等 
 ・対応策の具体性等 

 定時評議員会報告、協議 
・プロジェクトチームの概要確認 
・今後のスケジュール等 

●9 月上旬 

臨時理事会 
・各 PJ から報告（目的、現状等）  
・各理事の質問、提案等 
・全体総括等  

臨時評議員会 
・各 PJ から報告（目的、現状等）  
・各理事の質問、提案等 
・全体総括等  

●11 月上中旬 

６PJ の方向案を集約 
・年度別集約検討等 
・各 PJ の方向案の集約 

中間決算理事会 
・中間決算 
・６PJ の年度別集約案 
 ：計画の策定スケジュール等 

臨時評議員会 
・中間決算 
・６PJ の年度別集約案 
 ：計画の策定スケジュール等 

●1 月中下旬 
 臨時理事会 

・本年度集約３PJ の報告、協議 
 例：BCP、公益的事業、高齢化対応 

 

●3 月上旬 
  予算理事会 

・予算審議 
・３PJ 検討委員会の計画案 

臨時評議員会 
・予算審議 
・３PJ 検討委員会の計画案 
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発行 社会福祉法人 風 

障害福祉サービス（多機能型） 

       三田わくわく村 

 

田わくわく村 

〒669-1515 三田市大原 1546-5 
             (TEL)079-564-0909 
                   (FAX)079-564-8500 
（e-mail）sanda.wakuwakumura@giga.ocn.ne.jp 
(Hp アドレス)http:/sandawakuwakumura.com/ 
 

 
個人年会費    １口 １,000 円  
事業所等賛助会費 １口 3,000 円 振込先は下表のとおりです 

金融機関 支店名 口座番号 

ゆうちょ銀行  01110-3-66308 

三井住友銀行  三田支店（店番 391） 普通 3808145 

三井住友銀行 ウッディタウン出張所（店番 395） 普通 3120072 

名義は全て『社会福祉法人風後援会』です 
【お問い合わせ】 
「風」後援会事務局 三田わくわく村大原事業所内 
〒669-1515 三田市大原梅ノ木 1546-5 
            ☎079-564-0909 

 

 

社会福祉法人風後援会は、障害者の自立と三田わくわく村
の発展を願って平成７年に発足し、寄付活動や理解啓発活動
を進めています。 
毎年皆様のご入会（ご寄付）により、送迎車両の購入や雨よ

け上屋の整備など、利用者の皆さんの活動環境整備を進めて
います。 
今後、一層活動の輪が広がりますよう本会の趣旨にご賛同

いただき、ご入会賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
なお、今年度より事業所等のみなさん方にもご支援いただ

きたく賛助会員の入会をお願いしています。 
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理事長 西田 孝夫 

  

 
令和５年度虐待防止委員会、事故防止委員会が６月９日に開催され、法人役員、第三者委員及び保護者会から２名ずつ参加いた

だき、虐待や事故の未然防止に向け協議を行いました。以下、協議内容（抜粋） 

①苦情処理の相談窓口 

  受付担当者（施設職員）、第三者委員、行政（市・県） 

②研修の実施 

  強度行動障害者支援者養成研修、権利擁護等（年

間１３回） 

③具体的な環境整備 

   ・各報告書（事故報告、業務改善報告、ヒヤリハッ

ト）の活用            

   ・虐待防止チェックリストの活用 

   ・第三者（実習生、ボランティア等）の施設への積

極的な受入れ、地域交流 

   ・身体拘束の適正化 

   ・やむを得ず身体拘束を行う３要件の再確認 ―

切迫性、非代替制、一時性― 

①現状⇒事故内訳）器物破損４６％、公用車の物損事故１８％、他

害行為９％、無断外出９％、その他１８％ 

 

②対策⇒・各事案後、報告書の作成、原因の究明、改善策の決定

と実施、その後の評価 

・リスクを予見し、予防的な対策を講じて発生頻度を下

げる。 

・事故発生時の適切な対処法の策定 

・PDCA サイクルー計画策定→実施→評価→改善を繰り

返す 

１．虐待防止の取り組み  

 

２．事故防止の取り組み  

 

6 月 3 日（土）三田わくわく村大原事業所において、
４年振りに対面で開催されました。 
日頃より、三田わくわく村を応援してくださってい

る多くの皆様に参加を頂き、無事総会と研修会を終え
ることができました。 

当日販売いたしましたパンは
完売致しました。食パン、丸パン
のお味はいかがでしたか。  

  

 

まだまだ分からないことが多いで

すが早く仕事を覚えていきたいと思

います。よろしくお願いします。 

9 月 ★大原事業所  一泊研修旅行 
（2 班に分かれて開催） 

★すずかけ台事業所 一泊研修旅行 
★志手原事業所  一泊研修旅行 

10 月 ★本町事業所 一泊研修旅行 

10/5（木） ★秋祭り 
 

初めまして。 

6 月からすずかけ台事業所で勤務して

いる三好と申します。 

すずかけ台事業所 

三好
み よ し

 祥生
あ き お

 

矢野 市川 西田 

小西 

村上 
奥 

作田 

1 組織ガバナンスの基盤強化 
昨年ガバナンス強化のため増員した理事会の任期が令和５年６月に更新。先行きが見えない社会情勢等を乗り切る

ため、理事、監事の全員が引き続き就任しました。 
さらに役員等（評議員を含む）は、年間 75 万人も減少する異常な社会（人口減少時代）、加齢による障害が一気に加

速する高齢知的障害者対策（8050 深刻時代）、法人自体が積極的に地域に出て、地域共生社会を支える（公益促進時
代）等々、これらの難局に全力で挑戦してまいります。（※8050問題：80代の親が 50代の子供を支える） 

この度、社会福祉法人風役員の任期満了に伴う改選で、
引続き理事長の大任をお受けすることとなりました。 
皆様のご指導をいただきながら、職責を果たすべく努め

てまいりますのでよろしくお願い申し上げます。 
少子高齢化人口減少時代の到来で、このまま進めば 50

年後には日本の人口は 9000 万人を割ると言われていま
す。これからは利用者も減少し、安定した経営と質の高いサ
ービスが提供できる施設へと集約化されていくことが考え
られます。 
わくわく村が出来て僅か２５年、これからも利用者の皆さ

んの自立と日常活動の場を守り、職員の皆さんの生活を守
るため、50 年 75 年と歴史を重ねて行くことが私達法人役
員の責務であります。 
時代の風をよみ、多くの皆さんに信頼され選択される施

設づくりに取組んでまいりますので、引続き皆様方のご支援
ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

（理事） 
氏名 経歴等 

西田 孝夫 元三田わくわく村施設長・法人風常務理事 
作田 善司 元法人風理事長 
村上 隆藏 三田市社会福祉協議会副会長 
塚本 壽子 富士小学校評議員、地域協議会委員 
市川 修子 ＮＰＯ法人三田市手をつなぐ育成会理事長 
奥  貞晴 三田わくわく村施設長 
小西 澄雄 元宝塚市社会教育部長 
（監事） 

氏名 経歴等 
矢野 浩一郎 会計事務所所長 
殿垣 芳昭 元三田市理事 
 
 

理事 7 名・監事 2 名の皆様 

２ 重点プロジェクトの推進 
法人内を横断して構成された６つの重点プロジェクト（わくわく通信４月号掲載）のメンバーと役員等が直接意見交

換をして、現状や課題分析のほか、今後の方向等について、協議・決断する役員会等を開催してまいります。 

 

 

総会風景 

製菓販売風景 

わくわく村の活動紹介のビデオ上映 

共同募金会より厨房冷蔵庫を頂きました 
  

 共同募金の助成により開設（1997

年）当初から使用していた給食用台

下冷蔵庫を更新しました。 

  

 大事に使用し利用者さんに喜ば

れる給食を作っていきます。 台下冷蔵庫３ 

台下冷蔵庫 1・2 

 

 

安定的な給食の提供に資するもの

で大変心強く感じており、感謝申し上

げます。 

  

♪製菓品と共にたくさんお買い上げくださり、あ
りがとうございました♪ 

今年度は、新型コロナの扱
いも大きく変り日常をとりもど
しつつありますので、風後援会
も平常の活動に戻してまいり
ます。 

mailto:sanda.wakuwakumura@giga.ocn.ne.jp
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施設長 奥 貞晴 

令和４年度決算は、サービス活動増減差額が 3267万 7 千円と対前年 2156万 4千円増となりました。 

利用率は前年度より 0.5％減少しましたが、生活介護事業における重度者支援体制加算（強度行動障害や重症心身障

害に対する手厚い支援体制を整備）、就労継続 B 型事業における就労移行支援体制加算（１名就職）、就労移行支援事業

における報酬単位の増加（就職定着率の向上）などが収益増の要因となっています。しかし健全経営を維持するために

は、更に支援の向上に取り組み、新規利用や利用日数の増加による利用率の改善が必要です。今後もサービスを充実さ

せてご利用を増やし、報酬増、経費節減などに努めてまいります。 

  

 

●法人単位貸借対照表（令和５年３月３１日現在）  単位：千円 

資産の部 負債の部 

流動資産 236,675 流動負債 13,475 

固定資産 363,838 固定負債 26,082 

（内.基本財産） 95,521 負債の部合計 39,557 

（内.その他の固定資産） 268,317 純資産の部 

  基本金 33,561 

  国庫補助金等特別積立金 58,817 

  その他の積立金 194,000 

  次期繰越活動増減差額 274,578 

  （内.当期活動増減差額） 35,002 

  純資産の部合計 560,956 

資産の部合計 600,513 負債及び純資産の部合計 600,513 

 

 

 ●法人単位事業活動計算書     単位：千円 
勘 定 科 目 金  額 

就労支援事業収益(a) 11,637 

就労支援事業費用(b) 13,411 

就労支援事業増減差額 △1,774 

サービス活動収益計(含.a) 303,317 

サービス活動費用計(含.b) 270,640 

サービス活動増減差額 32,677 

サービス活動外増減差額 1,075 

経常増減差額 33,752 

特別増減差額 1,250 

当期活動増減差額 35,002 

前期繰越活動増減差額 239,576 

当期末繰越活動増減差額 274,578 

その他の積立金積立額 0 

次期繰越活動増減差額 274,578 

 

 

●令和 3 年度～4 年度の、収益と費用の推移は下記の通り 
  

 

5 月には有馬富士森林公園にて久々の事業所交流ハイ
キングを 4事業所合同で開催することができました。 

 5 月 8 日志手原事業所で BBQ を行い
ました。 
焼肉の他コーンやジャガイモ、ホットドッ

クも一緒に焼きお腹いっぱいになりまし
た。 

6 月 23 日には通所バスで神戸市中央区にある神戸市

立博物館のジブリ展を見に行きました。 

少し暑いぐらいの好天の中、お弁当やお菓子を食べ、レ
ジャーシートに寝転んだり、園内を散策したり各々自由な
時間を過ごし、久しぶりの開催にご利用者の生き生きとし
た表情を見ることができました。 

6 月には 5 班に分かれて西脇
市にあるへそ公園に行きまし
た。好きなお弁当を買って行き
公園の中で食べました。 

就労継続 B型 
6 月には「あまご村」

に行く予定でしたが、雨
天のため「トマト＆オニ
オン」でランチ、「おさる
の村」でカラオケをしま
した。 

生活介護・自立訓練 
 ４月には外出活動で、兵庫県立美術館「恐竜展」に行

き、入り口に展示された恐竜の模型と一緒に記念写真を撮
りました。 

６月は、「あまご村」で
あまごのつかみ取りをし
ました。釜飯、あまごの
唐揚げおいしかった～！ 

５月から月に
1 回簡単な調理
をしています。 

おさるの村のカラオケ 

あまご取り 

恐竜博物館 

ホットケーキ作り 
フルーツフラワーパークでのウォーキング 

日本へそ公園にて 

有馬富士森林公園 

暑いけど事業所から歩いて
行きました 

ランチ風景 

神 戸 と 言 え ば
tooth tooth！おしゃ
れカフェでナポリタン
ランチ☆満腹！満
足！！ 

千と千尋の神隠しの主人公
になりました 

4 年ぶりに外でお弁当を食
べました。 

食事後みんなで大縄跳びをしとても
楽しい時間を過ごしました。 

天候が心配でしたが、雨も降らずみんな焼肉
を満喫していました 

じゃがいもやコーン・ホットド
ッグもとてもおいしかったで
す 

事業所前での大縄跳び 

新型コロナウィルスへの対応について、令和 5 年 3 月からマスクの着用が個人の判断に委ねられ、令和 5 年 5 月 8

日からは感染法上の位置づけが 2 類から季節性インフルエンザと同等の 5 類へ移行されるなど全国的に落ちついて

きました。わくわく村でも、5 月には 4 年ぶりに全事業所合同ハイキングを実施することが出来ました。外出レクリエー

ションについても通常に戻して実施し、秋祭りや一泊研修旅行も予定しております。 

さて、令和 4 年度につきましても、サービス活動増減差額（企業でいう利益に当たる部分）は対前年同期より増加し

ましたが、利用率はコロナの影響もあり 3 年連続で低下しています。ニーズに応じた魅力あるサービスにより、定員割

れしているところを充足させることが重要で緊急な課題となっております。 

わくわく村では緊急連絡方法として、より迅速に対応できるように LINE 公式アカウントにより SNS の充実を図りまし

た。令和 5 年度については、ツイッターやインスタグラムにより製菓品の新商品紹介や行事の様子など情報発信でき

るよう更にＳNSの充実に向け取り組んで参ります。 

志手原事業所の市有地については、三田市と協議し30年間の賃貸借契約が成立しました。大原事業所については、

令和 8 年 7 月に無償賃借契約が終了することから、令和 7 年度中に協議し決定していく予定です。大原事業所は、法

人発祥の地であり、本部機能を有することから購入に向け準備を進めているところです。 

今年度は、わくわく村の課題解決に向けたプロジェクトチーム（6 チーム）を発足させ、検討しているところです。理

事会や評議員会においても適宜報告・協議をしながら進めてまいります。プロジェクトチームは成果を上げるだけでは

なく、職員の課題解決能力を高めるなど人材育成の機会でもあります。今後もわくわく村が、魅力ある事業所となる

よう職員一同取り組みますので、ご協力・ご支援よろしくお願い致します。 

コロナ禍では 2 班に分かれて行っていた外出活動を今年
度は全員での活動にしました。 

4 月は伊丹スカイパークで離発着する飛行機を見なが
ら、イオンモール伊丹で買ったお弁当を食べました。 

6 月 29 日には日本へそ公園へ
行きました。プラネタリウムで夏の
星座を鑑賞したり自家発電の自転
車に乗ったりしました。 

スターウォーズが描かれた
飛行機を見ることができたの
はラッキーでした。 

伊丹スカイパークにて 
イオンモールで買ったお弁当 
天気も良くおいしかった～ 

スターウォーズの ANA 

日本へそ公園にて 

豪華なランチを頂きました 

自家発電の 
自転車に乗りました 

プラネタリウム鑑賞 

昼食はレストランのランチをみんな
でおいしくいただきました。 

事業報告 

 

決算報告 

 


